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お知らせ＆ご報告

平成23年　内田学長「年頭挨拶」

「元気を取り戻す」ことがわが国の最大の課題です。それには、景気の回
復を経済問題としてのみ捉えるのではなく、大学から夢のある情報発信が
元気回復のカンフル剤となります。そのために、教育、研究でのイノベー
ションを創成しましょう。教育イノベーションとして教養教育組織の改革
に取り組みます。それが将来的に大学教育全体の在り方を考える組織とし

て進化することを願っています。教職員、
学生の皆さんは市民や行政や企業のニーズ
を把握するために外部へ飛び出す勇気を持
ってください。その中から自らの研究テー
マを構築することも必要となってくるでし
ょう。数より質の国際交流の推進、執行部
への女性登用も実現していきます。

極津は、10月10日の県内最大よさこい
イベント「第13回安濃津よさこい」（津
市：津まつり）において「安濃津よさこい
大賞」を受賞し、幼稚園や保育園、福祉施
設等への慰問など地域に密着した活動を行
っています。また、環境ISO学生委員会は、
本学が今年度の日本環境経営大賞（パール

大賞）、エコ大学ランキング全国総合第１位を受賞した取り組みに大きく貢献しています。両者
の活動を高く評価し、1月14日と1月28日に、学長表彰を行いました。

伊勢市との相互友好協力協定を締結

1月27日、伊勢市役所において、内田淳正学長、鈴木健一伊勢市長をは
じめ関係者出席のもと、伊勢市との相互友好協力協定を締結しました。こ
の協定は、県内自治体で11例目となります。協定に基づき、伊勢市の特色
である観光の国際戦略への対応や伊勢志摩の地域ブランド製品の開発など
地域産業の振興、伝統的景観を生かしたまちづくりや歴史的文化遺産の調
査研究・教育活動の推進など、相互発展のため、今後さらなる組織として
の協力体制を構築していきます。

教育学部が尾鷲市と地域連携協力に関する協定書を締結

12月17日、教育学部は尾鷲市役所において、尾鷲市と地域連携協力に
関する協定を締結しました。調印式では、上垣 渉教育学部長と岩田昭
人尾鷲市長が協定書に調印しました。尾鷲市立天文科学館の施設および
設備、特に国内有数の口径の天体望遠鏡を使用し、天体観測実習、教
育・研究活動を通して研究の更なる充実を図るとともに、成果の社会還
元や市民との交流を通して、地域の自然資産を見つめ直し、その価値を
発信することで地域の活性化に貢献したいと考えています。
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12月9日～11日、東京ビッグサイトにおいて開催された標記環境展示会で、三重大ブー
スの出展と、同時開催された「大学の環境対策推進シンポジウム」で、朴 恵淑学長補佐
（環境ISO担当）が本学の環境への取り組みについて発表しました。発表では、３R活動お
よび三重大ブランドの環境人財養成プログラム、「COP10 i n 三重」による生物多様性への
取り組み、カーボンフリー大学・スマートキャンパス構想など、名実共に世界一の環境先
進大学を目指す本学の環境への取り組みを内外へ大いにアピールしました。

日本最大級環境展示会「エコプロダクツ2010」で「エコ大学ランキング日本一」の取り組みを紹介

12月18日、本学講堂において標記シンポジウムを昨年度に引き続き開催しました。この活動は、ユネスコ
の理念の一つである「持続可能な社会の担い手を育む教育」を推進する場にするとともに、本学および地域の
ユネスコスクールネットワーク交流の一環として開催しています。当日は、志摩半島野生動物研究所代表の若
林郁夫氏、金沢大学環境保全センターの鈴木克典教授による基調講演、ポスターセッションのほか、同時開催
された「美し国おこし・三重」活動報告・交流会において本学の活動事例を紹介しました。参加した県内外の
教育関係者、学生および地域の方々は熱心に傾聴し、ユネスコスクール活動に理解を示していました。

ユネスコスクール研修会／シンポジウム in 三重大学

○12月15日、講堂で留学生交流パーティを開催し、約250名の参加者が交流を深めました。

国際交流センターから《学長表敬訪問等》

「名古屋駅前イノベーションハブ」は、各種セミナー、大学教育や研究成果の発表など本学の情報発信の拠点として利用
することができます。詳しくは、 http://www.crc.mie-u.ac.jp/japanese/local/local.html をご覧ください。

社会連携チームから

12月10日、文部科学省高等教育局医学教育課の大橋美帆子係長と林 圭規係長が医学部を訪問し、地域医療や医学部教育
の現状等について意見交換が行われました。

医学部から

生命科学研究支援センターの山田芳司教授が理化学研究所等との共同研究で、心筋梗塞の発症に強く関連する遺伝子を
世界で初めて発見しました。会見には報道機関15社からの取材を受け、9社に報道されました。

広報室から《記者会見 12/21：総合研究棟Ⅱ》

○12月16日、1月20日、総合研究棟Ⅱメディアホールで三重大学マネジメントセミナーを開催しました。
○12月17日、総合研究棟Ⅱメディアホールで個人情報保護法に関する講演を開催しました。
○1月28日、内田淳正学長から(財)三重環境保全事業団の油家正理事長へ感謝状を贈呈しました。

総務チームから

お知らせ＆ご報告

○国際大学交流セミナー参加者・・・大学間協定
（タイ・タマサート大学、チェンマイ大学、韓国・
世宗大学校、東国大学校、梨花女子大学校）
1．日　時：平成22年10月22日（金）14:30～15:30
2．訪問者：アンチャリー　ジャラタマサート大学

教授、他教員1名、学生10名

○サボア大学（フランス）・・・大学間協定
1．日　時：平成22年11月19日（金）10:30～11:00
2．訪問者：ジャクイズ　ロッティンメカトロニク

ス材料システム工学研究所教授、エリ
ック　ベノイト計算機科学・ 情報処
理・制御工学研究所准教授

○タチ大学高等技術院（マレーシア）・・・学部間協定（工学研究科）
1．日　時：平成22年11月29日（月）9:45～10:15
2．訪問者：アーマド　ラジフ　ビン　アブ　ラフマントレンガ

ヌ州高等教育・科学技術委員会局長、モハド　ラザ
イラン　ビン　ママト　イブラヒム学長、ジュネデ
ィ　ビン　イブラヒム副学長

○コンケーン大学（タイ）・・・大学間協定
1．日　時：平成22年11月30日（火）13:30～14:30
2．訪問者：ジンタナ　サタヤサイ教育担当副医学

部長、他6名

12月18日、国際交流センター主催による岐阜への留学生研修旅行を実施しました。
留学生80名は、国際交流センター教職員の引率のもと、食品サンプル工場でレタスや
エビフライの食品サンプル作りや日本三大盆踊りの一つである郡上踊りにチャレンジ
しました。また、世界遺産である白川郷合掌造りの見学では、生まれて初めて雪を目
にする留学生もいて、あちこちから歓声があがりました。

留学生研修旅行

12月24日、本学学生ボランティア「三重大学安全・安心パトロール隊」の活動に対し、
津警察署長から感謝状が贈呈されました。同隊は今年度7月、犯罪防止の広報啓発活動や各
種防犯イベントへの参加等を目的として結成され、子どもの見守り活動、自転車盗難防止
キャンペーン、振り込め詐欺や万引き防止運動等へ積極的に参加してきた活動が評価され
ました。なお、当日は、警察庁から冬期用パトロール用品の交付式も行われ、代表の学生
は真新しいジャンパーに袖を通して、今後の活動に決意を新たにしているようでした。

防犯ボランティア活動に感謝状

就職環境が極めて厳しい状況のなか、1月5日～7日の3日間、講堂において学内企業
研究会を開催しました。全国から360社の企業が参加し、就職活動を始めた学生たち
に業界や企業の説明を行いました。参加学生は、学部３年生・大学院１年生を中心に3
日間で1,450名を超え、訪問した各企業ブースで、採用担当者や本学OB・OGである先
輩社員の話を熱心に聞き、メモを取ったり質問する姿が見られました。また、参加し
た企業からは「三重大学の学生は質問も多く、前向きな姿勢が見られ、熱心に企業研
究に取り組んでいる学生が多いと実感した。」などの意見がありました。

平成22年度三重大学学内企業研究会

1月21日、地域イノベーション学研究科は、鶴岡信治教授を次期研究科長に再任しました。任期は2011年4
月1日から2年間です。

地域イノベーション学研究科長選出


